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Referred to the normal state of the geomagnetic diurnal variation b踊edon various 
stati甜儲Ir，倒ults念。m1925 to 1制5,at Kakioka three-ho町・rangeR and indices K were 
determined回 follows:

Lower limits of rang回 Rfor th胞かhour-rangeind！国sK. 
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The K-scal回 atSan Juan姐 dHonolulu give the回皿evalue as that at Kakioka. The 
freqaency-distribution回daverage dally variation o会広 andthe characteristic range 
volume at Kakioka were studied com卵白gwith th伺eat eight stations (Sitka, Niemegk, 
Cheltenham, Tucson, San Juan, Honolulu, Huan国 .yo加 dWatheroo). The correlation-coe缶・
cient between K at Kakioka and Km, mean v叫ueat above eight statlo国 W掴 0.87.
From the stand-point of the diunml and随a田 nalvar・ationsof必.fndic岨 andtogether 
wi也 H-,D-and Z-i11dkes, £cme cbaracterlstics of也evariation field at Kakioka were 
discussed. 

第一章 緒 日

§ 1. K-indexの由来

地磁気擾乱の原因は太陽に基因する事は路盤の統計事実から既に認められているものであるが，

更に分類して考えると太陽紫外線によるものと太陽から縞射された徴粒子によるものとに大別さ

れる．更に粒子による欝響は大気外にI>るものと大気内にあるものとに分類される．

而して吾Aは此C磁気擾乱の程廃を表現するのに従来色々の方法を採用して来た．例えぽ

(i) In旬rnationalMagnetic Character Figure .• 

｛益） Magnetic Charactぽ Number.

｛出） American Magnetic Character Figure. 

{iv) Jap祖国eMagnetic Character Figure. 

(v.) Magnetic Variability. 

等でi/)Q.之等についての説明は省略するが，概して上記むものは定量的で泳い事， 定量的‘であ

っても必やしも擾乱。程度を表現し得泣い.，以上の2点を具備していても換作上非常に乎蛍のか

Lる事等の論，実用的ではt.tかった．
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(i) {ii)は国際的に採用されたものであるが，（i）は定量的で"/'J.いが比敏的擾昔Lo程度を表わし

換作k簡単であp, {ii）は定量的であるが，民の意味の擾乱程度を表現し得君主いが操作上簡単

である． 然し乍ら電離暦観測と地磁気現象の関連が密にたるに従って，従来行ヲて凍た1日或は

牛自のものより更に短い時間間隅を用いた援説法規法が要望される様に泳三コて来た．

Dr J. Bartels 段以前より“出ree-hour・range”法るものを研究し，3時間毎の擾乱の較差に

ついて調査B脱していたが， ζれを頁に簡単化して実用的危らしむる為に， その較差に系統的危

指槙を与えて f'three-hour-rangeindices" kたるものを考案し，とれに K-index＇！＇.；.る名稿

を与えた．

19：弱年9月に Washingtonで開催された TheMeeting of International Association of 

Terrestrial Magnetism and目印刷cityの・際，上記 K-indexが暫定的陀採用されて以来，

Z泊dexの優秀性が認められ， 正式に国際事議のーっとしで採用される事とたった．

§ 2 • K-inde玄の定義

§ 1.で越ペた様に K-indexはお峨気擾乱の一つの ・measureであるが，究来地磁気変化には

上越の様に紫外線によるものと粒子によるもの0二つが考えられ.K-iodeヲEほとの内艶子犯k.g 

擾乱のみを取扱ったものである．卸ち地磁気記録より紫外線による影響卸ち主として太陽自変化

（特殊の観測所では太陰日変化も併せて）を除去し，その残りの変化に対レて， G.M.T.の伊から

はじまる3時間毎3成分穀謹のうち最犬伝ものRに各観測所で後越の方法によb定めた民aleを

用いて各々の時間間隔に 1ケの加dexを指定するものである．然らぽ K 部ちRに寄与しない

変化（non-K-variation）は如何怠るものでおろうか．とれ等を列挙すれば

{i) Sa：静穏日になげる太陽日変化－

(ii) L：太陰日密佑

(iii) D刷：援活i識場の aftereffect. 

（此の中には postperturbation, ring・ctirrentの影響及び擾乱のしすぜった後の援

やかた回復， ring-currentの衰退による影響等が含まれる）．隼である，

戎t乞Eで測られる変化（必variation）としでは

(i) D；；擾乱中の危変佑．

(il) Dm.: Df114を除く 3時間内の変化陀現われる様"/'J.援活1議場の平均股態の膨響．

(iii) SD: D”の一部を含んだ接着し日変化．

等であQ.

以土の他に紫外線の膨響帥ち元来non-K_.varlationであるべき採暦型変化｛solar-flare-effect:. s. 

f. e.）があるが特殊のものを除いては此の現象の発見はー観測所の資料のみでは比叡的困難"/'J.為に，

一応とれば含めて K-indexに寄与せしめ，判然とs.f. e.の為に indexが増大したと考えられる
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ものについてのみ Kの表中に underlineをしてたく容に定めてある．倫s.f. e~ と判明してい

る場合にはそれが起らたかやた時に指定す可き indexE を指定し括弧をして記入する事に1.t"".9

・ている．

§ 3. 椅聞における K-index

格戦後連合国の要望により柿岡にゐける K-indexの資料が必要に1.t9，平越その基礎的調査に

取りかLヲ？と．

柿岡にSないては1鉛5年以降の地磁気費料があり， ζれ尊19部年～45年の 21？－年聞の費料に

よる静種目，援剖4日の目変化の統Z様料，叉同期間の太陽黒点極大期，極小期，夫々の冬季（1,2, 

u.12月）春秋（3,4, 9, 10月九夏季（5.6, 7, 8月）に治ける日変化の統計責料が求められて

治る．

とれ等め材料を基礎忙しで， 1938~1 月，4月， 6 月， 10 月の“three-hour-range”R を読み取

り同期間内にゐける RC頻度分布から K-indexの gauge印ち K:民aleを求めた．

どれを用いて K-indexを醗み取り他の観測所と比較した結果柿岡で定めた S伺leの安当性が

明かと怠った．

更に K二関棋を用いて 3成分~夫々 H-, D-, Z-, indexを与え柿開花於ける地磁気擾乱の欣

7況を明かにした．

第二章基礎的調査

§ 1. 柿問における品

K-indexを臨み取る基礎とし℃non必 variationのft表的項ぜるる Siの型を決定したければ

tr:ちたい．

柿岡ば：日夜化等価電流環の時々中心に位置するのであるが， 電流讃中心の日々の位置，季節に

よる位置ーは幾升異払 その糊乞柿聞におそける日変化の型除極めて複雑とたる．郎ち冬期にたい吃

は E-type（柿聞が電流環中，むの南側に位置する時）， M・type （丁度中心に位置す） • P-type （中

心より北側に位置す）があり，春秋，夏季には M-,P-type，が多〈怠る．

叉憧流環の甫北軸が子午線と或る傾斜を為L，傾きの方向により同じ型も叉三種の型に分類さ．

2もる．

己れ等の日菱化型式は日々異り実際の K・index読取りに際しては個々の配鍛の 3成分を対比

じて，更に Sn・－磁場も考臆して~の曲紘を定めるより他に方法が泣い．

然しその平均の欣態はどの様に'l'.tるかを予め知って沿い？と方が興院主便利主主点もあるから， 柿

岡にたける 19'25～45年の21ヶ年聞の費料の中太陽黒点極大期及び極小期の国際静穏自主用いて
－・＊められた夫．々 平均の Saを第1図に示した．



4 
持関に宇宙げる K-inde去について

． .. ----..---... .面
官官種目日変化 祭乱回目密化 Sn目盛化

然 li沼地滋気回~化（柿悶｝

§ 2. 栂両における Sn

柿聞にさ旨けるSoー磁場の型を定める為に

1925～45年の 21ヶ年聞に会ける援乱自に依

る翻し日日劃じより§ 1.に越ぺたSq＿を輩出

いで求めちれた Snも第1図に示した．

§.3. 柿岡における K・舵aleの決定

各観測所花会ける K-sca1eは同期聞に沿け

る也・界の K-indexの頻度分布が阿ーである

事に基いて決定される・卸ち“three-hour、

r如 .ge”Rは緯度により非常に遣をがあ り．

概して極光極大刻城に近づくに従って大きく

放っている． その為に世界共通の K-scaleを

各観測所に適用するとK－泊dexは中僻$.度で

は常に小さく，高緯度では常に大きいという

不合理主主結果を生歩る．

汎世界的変化でるるたらぽ世界各地に沿け

るK-indexを等し〈取るのが妥当であると

考えられる．然しいわゆる地域的主主擾乱も

含まれているから，或る特定の時間間隔 1歯

のみの R を比較し・亡各地の K-s伺 leを決定

する事は出来泣い．故に任意の遁当1'.r.期聞を

趨定し，その期間内に沿けるRの頻度を取り

その頻度分布と任意の趨当た観測所のそれと

を比較して各地の E二記aleを決定するのが最－

普の3震であると考えられる．

此の任意の趨当な期間とし吃 Washington

での会合は 1938年 1月， 4月， 6月， 10月

の4ヶ月定選定した．然し 1939年以後に新

設し？と観測所では誼当主主期聞を．温定すればよ

い．上記期聞は 1938年中最もよく擾乱され

た期間であった．

任意1'.r.油当た観測所とし℃はドイツ 0
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Nie皿egkが温定された．

上期期間内毎日3時間毎の＆からの差の長大較差Rを醗み取り，とれを］O'f毎に分類して

回蛍を列記すると第1衰の績に放った．

主主釦Y

E主仰
ーき即

2主的V
孟 7f11

2き卸V
孟looY

表示する．

“ 
盟 14 

部 四 7 

24 13 3 

22 9 1 

19 5 。
11 4 。
8 3 。

23 

13 

6 

5 

3 

2 

2 

114 

74 

46 

~ 

笠1

17 

13 

一方周期間中に沿ける NiemegkのK=5の回

数は85回である．第1表に沿いて此の回数に最

も近い回訟は R孟却Vの場合である．故に柿聞に

念けるK=5に相当するRの最低限界は伯Vであ

る.K=S以上及び以下の indexに対する民剖e

は戎の様にしてがと定ずる．

K=S以上の ind慌に対する scale

便宜の為に錦2畿に Nlemegkの Kも伺leを

IS 2 ¥E Niemegk 'l:> K－総ale（下限）
K=O 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

RaO S'I loY 20¥I 4f1t 7f11 120¥I a附 お(JI 日町

第2表で見る如＜.Ni忌megkに》ける K=Stt:相当する Rの最低は叩Y である．

一方柿岡では 4(j1 であるから， K=S 以上の K－詑ale は Niemegk のそれ陀 •0f7o を乗じて決

定する． 即ち郷3衰の様に怒る．

~3－柿関ID K・喝伺leσ 以」ユ）｛下限〉
K= 5 6 7 8 9 

R= 4f1t 債Y 114Y 1卸y 286'1 

然し乍ら，興踏む場合陀は上胞の嫌'l'.r.厳値で陰記憶に不便であるからとれを第4畿の様に為し

て，柿岡に＊ける泊d偲 5以上の K切aleとする．

第4R !lfi閲における採mZ釦ale(K=5以上｝（下限｝
K= 5 6 1 8 9 

R＝ 却Y 7oY 1却忽附 筑断

倫此の際 K=9に対する R＝抑 Yは 19羽年4月16日砂,_gh似 T.）の較差より小であって

は1:tら1':.い．柿岡に沿いてはその間む較差は組3Yであったから上田鵡約に違反してい君主い．此

の時間間隔に公ける較盤陰地磁気歴史開始以来最大主主るものL一つであった．

K=5以下の K－郎副e.

とれば規約により K=4までの K・S回 leはK=Oの上限の倍数で決定する．
更に規約によJ>K=Oの上限は SY以下？ある事は意味が泣く，とれ以上で泣ければたら1'.r.い．

今K=Oの』艮をR=3γ及び4YとしてK=4以下の記aleを定めて見ると （Kに対するRの下限）
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K=O 1 2 S 4 

R=O 3Y 6Y l.2Y 24Y 

R=O 4Y 8't 16Y 詑Y

と怒り Rの相隣る差をとって見ると， R=4rt(K=Oの上限）の場合には K=4の所で不連

続を生歩る結果とたる.R=3"1(K=Oの上限）の場合には見掛け上不謹統点を生じたいから後者

の方が遡当であると考えられる．

以上により柿岡における K・民aleは第5哉の様に決定された．

第5袋~附における K-s偲le （下限）

K=O 1 2 S 4 5 6 7 8 9・

R=O sY 6Y l2Y 24'1' 制V 河'I' 12()Y 200Y 筑l)"f

第三章 柿岡芭他の槻itlU所tの比較

§ 1. K・田aleの比較

柿岡で決定した忠郎aleも他の観測所のそれと比敏ずる為，とれ等の K二記aleを第 6表に列

挙す．る．

第 6~俊 .線河野CZ>K唱団le（下限）

コEミ下一三一jo I 1 I 2 I s 1 4 I s i s 1 1 I a I 9 
Sitka 。10 却 40 卸 140 240 400 6印 1000 
Niemegk 。 5 10 却 40 70 ロ0 200 お0 日lO
Cheltenham 。 5 10 却 40 70 1却 200 3卸 500 

Tue鈎n 。 4 8 16 so 印 85 140 230 S50 
San Juan 。 3 6 12 24 剖 70 120 却O 却O
Kakioka 。s 6 12 24 40 70 1却 200 釦0
Honolulu 。 3 6 12 24 40 70 120 200 泊。
Huancayo 。 6 12 24 48 85 145 240 400 600 
Watheroo 。 4 8 16 却 50 邸 140 23() お0
U.S. Antarctic Ex- 。15 初 60 1却 210 部0 600 1000 1日ぬpedition 

Optional 。 8 15 so 的 ・105 1加加。 500 750 
上裁で見る如く柿聞は SanJuan ; Honol叫u等と同-tscaleに属する．とれは磁気緯度から判
断しても大体同様と考えられる．（磁気緯度 SanJu組：泊。9N，柿岡：26°.0N,Honolulu: 21。．

1 N) 

§ 2. K-scaleの頻度分布

1938 ＆：手1月～6月に沿いて脱み取った K-indexの頒度分布・を他の観測所と比較して見る・と第7

表及び第2図の様にたる．
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第H侵必indexCZ>額度分布（1田s~手 1 JJ-6月｝

~l_o I 1 I 2 I 3 I 4 I s_l_G I什sT9
Sitka 公渇 321 詑8 257 146 国 40 SS 6 11 

Niemegk• .171 お5 3国 部8 157 76 18 8 5 2 

Cheltenham 170 314 3伺 S30 157 72 訟 12 5 6 
Tucson 257 部1 忽割B 2叩 124 74 Sl 11 1 2 
San Juan 舗4 417 却1 207 102 41 15 7 2 2 

Kakioka 114 329 40S 361 149 64 16 9 1 2 

Honolulu お8 お5 S田 2S2 回 日 lS 6 1 1 
Huancago 200 322 3招 部2 1回 67 却 12 4 2 
Watheroo 317 却4 315 227 1回 59 22 6 2 3 

上表友び第3図でおかる様に K=O及び 1,2, 3を非常によく区別し，

更に4以上のものをよく区別する事が出来る．備分布の型は Niemegk,

Cheltenhamとよ〈類似している．

§ 3. Characteristic Range・Volume について

定義により 19犯年1月にゐける K=5を持つ16簡の時間間隔をと

り，それ等3成分の実湖j較差を表示すると第8表の様にたるー

第8~後 K=5 の 3 成分実測絞鐙

E王 D z ． 
lJJ~日 ~i時一－~：時 縮Y 14Y 29l 

'Zl 42 9 

13 。－3 48 担 9 
II 3 - 6 42 14 却

17 0 - 3 44 67 32 
，， 3 -6  31 回 29 

18 0 - 3 44 14 却
，， 15 -18 40 お 31 

却 3 -6  46 10 13 

E’ 12 -15 49 14 却

21 3 - 6 42 20 22 
泣 18 -21 41 26 14 

26 0 - 3 37 42 36 
，， 3 - 6 66 34 21 
，， 9 -12 49 46 21 
tr ロ－15 51 16 18 

2li 均 44 31 22 
$2図必indexCZ>額l1t

分布（l'蜘 1～6月｝ 第8表の平均値を用いていわゆる range-volume を作るのであるが他の

観測所と比較する為に第3図にとれ等を図示した．
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~伽ゐ，司

気~ λ仰る

匂ダムノω

ザ仇
マ降一
》ダJ仇ザ

弓ルル
然3図 CharacteriaticRange 
Volume 

第8衰の平均値を見るとわかる様に柿岡に沿いて

最も大きく変化するのは水平分力，ヨたに偏角，最小

が鉛直分力と11っている．鉛草分力は全部水平分カ

の変化量より小さいが偏角と水準分力とを比較して

見る企個々にヲいては必歩しも前者が後者より小さ

いという事はいえたいが平均的には前者が小さくた

っている．

此の点は後に詳細に述ペる.とし，本節に沿いて

は単車る定義から求砂たもののみを越ぺるにとどめ

る．

§ 4. 縮問におけるK と他の 8ケ蹄鰻測所に

おける Kの平均憧£．との相関

表題における他の8ケ所の観測所とは

Sitka, Niemegk, theltenham, Tucson, San 

Ju釦，， Honolulu,Huancayo, Watherooにして

K-lndexの最初の研読に寄与した観測閣でるる．

乙れ等8ケ所。観測所tc沿いて醗み取・ったKを

同一時間間隔毎陀平均したものが広nである．

とれば地方的影響或は誤差が或る程度除去され汎

世界的磁気擾乱の程度を示すものである．

との K情と柿岡に沿いて臨み取づた Kとの相関を 1938年1月1日～6月 30自について取

って見ると第9表の様に怒り．その相関係数は

片山，Km=0.87 

とたP，非常に相関がよい結果とたった．

との事は柿岡に沿ける K-wtleの取り方が妥当であった事を示す材料とたるものでるる．

§ 5. 柿岡における K-indexa変化

地磁気擾乱は各観測所において 1日の中のある特定の地方時聞に卓越する事は既に種々の事実

から明かであるが，K-indexを用いて此の股況を示すと第10表及び第4図の様にたる．
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K: 柿関における K-indi偲 S

K,,.: Sitka, Niem句:k,Cheltenham, Tu回on,San Juan, Honolulu, 

Huan四四， Watheroo.のAverョgeindic伺

•to~箆 K·index ID平均日変化（G.此.T)(1伺8.＆手1月～6月｝

言〉～J州問4防~~12一対15-18!18-21e~－24!G.M.T・LocalMi制 gbt
Sitka 2.0 2.0 2.4 2.7 2.7 2.6 2.1 1.8 

b 
伺.o

Niemegk 2.2 2.0 1.8 2.1 2.2 2.5 2.5 2.5 23.2 
ChelteI1ham 2.4 2.4 2.2 2.2 2.1 2.2 2.4 2.5 05.1 
Tu阻 OD 2.2 2.S 2.3 2.1 1.6 1.8 1.9 2.2 07.4 
San Juan 1.9 1.9 1.6 1.5 1.2 1.6 1.8 1.8 04.4 
Kakioka 2.1 2.4 2.4 2.5 2.5 2.3 2.1 2.1 14.7 
Honol叫u L7 1.7 1.9 2.0 1.7 1.3 1.6 2.0 10.5 
Huancayo 1.8 1.7 l.6 1.6 2.8 3.5 2.9 1.9 05.0 
Watheroo 1.7 1.7 1.9 1.9 2.0 2.0 1.8 1.6 16.3 

9 



10 結闘における K・ind腿について

第4図でめかる様に地磁気擾乱の柿聞に治ける日

変化は概略Tucson,San Juan等と向型式を取っ お

てゐるが Honolwuではむじる Huancayo・に似

た型を取っている．

日変4じの型を極型，中綿度型，赤道型に分類すれ

ば柿岡は中緯度型に属する．此等の型は磁気綿度に

依るものである．う事は取掠っている現象カ糟気擾乱

である以上常識的に判断されるものであるが，上越

の結果より解縛すれば，極型は磁気綿鹿ooo以上，
中緯度型は 6()0～230，赤道型は 23。以下と分類さ

れる様‘である．

倫 K-indexの日変化に関しては次に再び官及す

る~にする．

第四章柿岡における地磁気

擾乱の特性

§ 1. K-inde玄日産化

第三章§ 5.に》いて柿岡に沿ける K-indexの日

変化は中緋庇型に属すると遮べたが季節によりモの

型にも大差のあるのが認められる．

此の季節による日夜化型式を定める為に 1942～

19M>年の費料を用いて統制・した．

同期聞に治ける各月別の平均日5!~じを図示すると

第5図（a｝の様にたり夏季即ち 5,6, 7, 8月と他

の月とは判然と型式を異にしているのがわかる．阿

国でわかる様にKの数値の極小部帥ち，磁気擾乱の

最小の時刻は概略目出時刻と平行してゐる．

初

2・5

GS 

・20 

：岡子「ー
「竺ト寸ぉ

；；ド告しJ
・3'0 

~；r-と竺「Jー

0 .3 6 q 12 15 18 21 24-
(L.1:) 

第4図 K-index日密化

(1938年1≫～6 1J) 

一方極大部即ち磁気的に庇も擾乱される時刻は春秋及び多撃には夜半頃にあり，夏季はそれよ

り早い時刻に起る．

極小部が笠間にあり，極大部が夜間にある~陰地磁気擾乱の原因が粒子であるとすれば当然で

ある治宝夏季に沿ける極大部の前進は此の申に紫外線による影響が加わってゐる事を示すものであ

ろう．



flti闘におけ る K・inde玄にヲいて

(a) 見 JOI日夜lイヒ

~~k~；；「－
~b.逗云~
zヒ

11 

(b）争飾別言E化

品
“
初
ゆ
同
ぬ
・
ω

~~； 

夏今 ~ 2・s

工~ー「＇＇°

0 3 6' q 

~ J ' q 12 ＇~ 18 21 u μ．τJ 
$5図 K・iDd脇田 変化

(1倒か，1剥6)

元来K・恒dexは粧予のみによる密化を抽出する意図の下に行はれてゐるものであるが，磁気記

録の上から紫外線による影響と粒子による変化とを区別する事制械の現象を除いては困維でる

る．その結果紫外線の影響の多い瓦撃に沿いてその影響が顕曹に現出するのでは泳いかと考へら

れる．（此の点に闘しては南半減の同緯度附抵の観測所について問機の統計を行へば明白に君主ると

思うが失固にゆヂる事とする．）



12 ~関における K·index について

第5図 (b）に宰箇別に分類したお義化型式を図示した．同図に~いて4S撃は l, 2, 11, 12 Fl 

春秋は 3,4, 9, 10月，夏季は 5,6, 7, 8月でるる．

§ 2. K・indexの年変化

2'4 f 

§ 1と同じく 1942～46年の費料を用い
て地磁気擾乱の年変化を求めて見ると第6

図の様に1.):!J，従来の統計結果と一致した

結果の得られる容は K二indexと Inter・

national Character Figure C との併行

性からも予期される所でるる．印ち 3月，

お

n
創

初

同

9月tr:極大を持っている．

1・8 I 示会 MA”71ASONI>'if § 8・K-ind偲による短観来年密化
量廃 6 図 K·ind偲年~化（盟必46) 寝示

四42～46 年に~ける毎月の K の平均値を画いて見ると第 7 図（a）の様に1.): る．一方向期間中

の Zilrichに治ける太陽黒点相対散を同図（b）に図示した．同図からは来？を永年変化を論歩る鑑

の望号料に1.tっていたいが， 両者

の聞に幾分か併行性の存在する まg

喜容は認められる． 2' 

§ 4. 各成分撞観度目変化 " 

K・加dexは定義に述べてるる

様tr:成分の変化中最大のものL

みについて indexを与へたもの

にして各成分の擾乱鹿を表示し

特定工い．

今各成分について K・scaleと

同じ scaleを以て，夫々にin-

dexを与え，此等に水平分力に

は王子泊.dex，偏角にはD-index

鉛直分カには Z四index1.tる名

稀を与える~にしよう．

If 

If 
間

” 
自由

[60 

”“官［｛i~Oll・昔F刷協・自前rm.1%~＂／QNO｝ベ認証耐ifA事；；soNF0
とれ等 H,-D,-z,-ind慌の

日変化を 1鈍2～46年について

月別平均値を以て図示すると第8図のように怠る．

銀7図録乱磁場永匁変化（却必-46)



事r関における K-indexにづいて 13 

！王；王：~~「＝ ＝~「貴j 「届一f
：！下う」一：t「少J 「
iで子て~ ~~うf「工
~_r吐号」：i占~l_  

陪〕「2与午子＇t--,_,
ιF～；rL五y 「

立一 II月~：」
円五J戸：i

j~トニ「円シ~
円ドヶ；叩f
；~「：i 「 i~～
」ー．ιー＿..＿＿
()36qf215IB2JU 0369121511$2JU 036句 1Z'" 18 21 z~ 

(L. T.) (L.τJ (L..T.) 

水準分力 偲匁 鉛夜分カ

鯵8・国各成分擾乱日否定化（1942～46)



14 柿関における必Indexにヲいて

同図に沿いて特に著しい （吟 (b) 

現象は H とZとは時々同

型の日変化をとるが， Dの
必AレH: 日変化は他の二者と金〈異 2! 

った型式を取っている． 邸

ちDの最小値は略々登聞に

あり極大部は概略夜間にあ 2 D 2 

!b 
HI 0 

る．然し夏季にj1i-いては日 2 

出附近に更に極大部を現出

し Hの極小部と対比して

金〈越に伝っている事がわ

かるであろう． 。：
今とれを dia' gramで表

はして見ょう．卸ち縦軸に 1ト ／ 1卜 ／ z 

H国，横軸に D・ind慌の

大きさを取り時刻による
2 D I ~－2D 

vector（擾乱磁場の vector

ではたい）尖端を連ねて見

ると，各月毎に第 9図左ニ

列の様にたる． とれを季節 2 /) 2 J). 

別に画くと右端別の様に泳 ヘレ／；
り，瓦季のみ他の季節と異

った型式を取っているのが v SA ｜／ BA 
わかるでaうろう． 'j D 

叉同図に沿いて 450の線
可‘／

はHの変化量とDの変化 21 lち／ 2 D 

量が等しい位置・であり， 此

の線。上方では Hq;,変化 vい I / 7 A 

量が Dのそれより大きし
2 D 2 D 

下方ではその逝と怠る．
1: Qli～3b, 2;3h～()b, 8: 6b～Sb, 4:.9b～.J2b 
5: 12h～l5h, 6:1511～18h, 7: 18h～・2h, 8: 21h..__24h(L.T.) 

市して各月毎の図を見て
修9図 H-DDiagram （四42～46)

わかる様陀冬季に沿いては・



柿悶における K・indexについて

殆んど全部上方にあPD/Hは

1より小さいが E)b_,911の点は

450線に最も近く D/HがIに

近〈怒っている．

然るに同時間岡崎の点に着目

すると容から瓦にかけて D/H

が 1より戎第に大きく1J:~，瓦

から款にかけて，戎第に1tt:近

づき多季にaって再び 1より小
さ〈たる様13:密化をしている．

第三章§ 3に会ける r祖 ge・

v。1lum.eの資料に沿いても D
の変化量は必デしも H の変化

量に比して小さく泣い事主述べ

たが第9図でめかる様に 6h～9h

{L.T.）の変化量が此の点に相当

している．備他の時間間隔に沿

いても D/Hが1よP大きくた

る事もあるが平均的に見て上越

0時間間隔が1より大とたる確

率が大きい． とれは同時頃に公

ける緩乱磁場を起す電流の経度

線花常事成分が卓越している結

果であろう． It 

共に H-index と Z~index flこ

っ・いて同様の diagramを作っ

て見ると，第10図の様にt.J:p ' 

全体的にはHとZとは比例関

係にある様13:結果とたり Z/Hは

常に1より小である．同図を更

に詳細に眺めて見ると vector 

尖端の廻転方向は冬季に・治ける

H 
2 

(a) 

H 

2 

H 

2 

竺←ビ」d

t~r 〆
H 
・2 'I)~ 

.3 ff 

H 

IY: 2 

4. If 

H 
2 z 

” 2 2 

% 

.. 6 Jf 
2 z 

け一一ググ
10月
一

d
d
z z 

15 

{b) 

：~ j 
ふ

·~ .z 

H 
2 〆

2 

2 z 

Hi 
21 

ヌ参
息
2 z 

I: Ob-Sb, 2: 3b～砂， :3：砂～9h,4: 9b～12h, 

5-: 12h～l5h, 6 ~].Sb～lSh, 7: 18b-2lb, 8: 21h～24h, (L.T.) 

~10 図 H-Z:Diagram （四42-46)



16 .ti!i・問における必司nde去について

盤fttlには anticlockwi民．夜間は clockwiseと伝って盤夜の別があるが春秋，直撃には一日の

中には区別が主主い．而して務秋においては clcckwiQe，夏季には佃ticlockwiseに廻転．し四撃

により，その方向が$J然と異る事に何か物理的意味があるか否かは不明ちあるカ猪L地球の誘導

tr:此の様主主変化がるるとすれば興味i!>る喜露である．

§ 5.再び CharacteristicRange-Volumeについて

第三軍 §.3で強叫？と r錨広e・volumeは単tr:定義に従って求めたものにして，とれが柿岡或は

他の観測所に治ける三成分変化量の割合主表わしているとは考えられ添い．

経者は前節令述べ？と費料を用いで range-volumeの日変化を求めて見？と．帥ち Hの変化量を

基離にとって， D.とZの変化量を時間別及び季節別に表示すれば第u衰の様にたる．

1終日夜 Ho変’fl:設に書脅する D,Z co!t.fti訟の鍋合（使用時は L.T.)

j…｜…｜トShI Sb ...,.J2h I 12h -15h I 15h -18h l 18h -2lh I 2lh～加
.$ 0.7.0 

理事 0.国 l o.伺． 

理手 0.72 

秋 0.70 

lll 0.70 

空宇 o.偲

とれを図示すがぽ第 11図の様眺る．同図に沿いて D/H,Z/H治喋して此の様主主日変化をし

ているものでaうろうか，此の」点に闘し，てはとれ崎比の値の挟差を計算して見れぽよい．
今 H,D, Z，に夫A JH, dD~ dZの謀議があったものとすれば比の健に生歩る線叢 Jaは

da-li・dZ-Z・dH or H・dDーD・dH
- Hl Hl 

である．然るに H.D.Z.を求めた過程；を回顧すれば，夫等に生歩る誤差は戎の様に考えられる．

毎日各時間間隔化会ける ic.dexの脱み取り値の謀議は主1大きくても土2程度である．とれ

等の誤差を或る一季節については 20ヶ月分邸ち概略側簡集計したものをhとすれば H,D,Z,

に生やる棋盤は

h 1 
I d広JD,JZI当面否くτ百



tili・岡における K・indexについて

である．

故に lfaは

2×Q.01+2×0.01 a< 22 =0.01 

即ち比の値に生やる誤差は如何に犬きく見積。ても

合より小さい事がいわれる・

然らぽ D/H,Z/Hの日産化は何主意味するでるろう

か．先づD/Hの日装化を見ると各季節共紘方時の 6h～

併に卓越川.＼....1ヒ粗大訴を持ち，更に 181:1～21hに小さい極
大部主持づている．郎ちとれ等の時聞に沿いて磁気擾乱

の原因と1l:る電施。南北成分が卓越するま纂を意味して会

り，との結果は Srr磁場。結果とよ〈ー致した結果で

ある．

特にゆ～9hに沿いては多幸より春秋，帯秋より夏季

陀~いて甫北成分の卓越が箸し〈・ 1l;っている．との点は

既に前簡においても指摘した所である．

ヨたにZ/Hの日変化であるが前節にも越ペた様に地球

の磁気誘導が~季節~よって図の様注目変化をするのか

否か現在の処不明である・総し兎に角考えられる梢鹿の

範囲内で図の様注目変化型式を取っている．

結局

柿簡に.ける K・恒de玄義務の基礎的事項を説明し，

他の観測所との比援を行った．同時に柿岡に沿ける磁気

擾乱の特性を必泊dexを用いて鯖巴た．

本業務は柿岡地磁気観測所長今道周一博士の命により

行ったものであれ此の業務の綜合的取りまとめを命ぜ

られたものであうて，同博士からは種々有益訟助宮を賜

わった．とれに深謝する次第である．

〈於事IiI荷量亀滋気観測所）
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